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Ⅴ　研究活動と研究環境

１　専任教員の教育・研究業績

（表24）

所属　英語観光学科
大学院における研究指導担当資
格の有無　（　無　）

年月日

2012年4月～現在

2010年4月～現在

2013年11月

2014年10月

2015年10月

2016年11月

2016年4月〜
2017年2月

兵庫県・ひょうごツーリスム協会と共催の『学生ガイド』イベントへ参
加。「宝塚市のまち歩き」を実施した。

産学協定に基づきANAクラウンプラザホテル神戸のブライダル事業において
学生を参加させた。商品開発及びブライダルショーの企画運営。

　　　1)　演習における5分間スピーチ・表現力の指導
・新聞の社説を読み、要旨をまとめ学生自身の考えを5分間にまとめては発
表する。人に伝えるコミニュケーション能力向上を図る。

      2）演習におけるプレゼンテーション能力向上指導
・学生のプレゼンテーション能力の向上を図るため、全ての発表をパワー
ポイントにて作成させ指導する。これにより、飛躍的に情報処理能力が向
上する。

職名　准教授 氏名　一尾　敏正

Ⅰ　教育活動

教育実践上の主な業績

　１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

兵庫県・ひょうごツーリスム協会と共催の『学生ガイド』イベントへ参
加。「居留地まち歩き」を実施した。

概　　　　　　　　　　要

　　　3)フィールドワーク
ブライダルの実情を学ぶためブライダル企業「北野クラブ」での販促イベ
ント参加

兵庫県・ひょうごツーリスム協会と共催の『学生ガイド』イベントへ参
加。明石市・源氏のゆかりの地のまち歩き」を実施した。
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2017年11月

2017年6月

2017年7月

2018年10月

2018年11月

2014年12月5日

2013年1月27日

ウェディングプレゼンテーション2013（産学共同イベント）へ学生を参加
させ指導する。ブライダルパーティコーディネートを競うイベントで3位入
賞した。イベントを通じて社会人とのコミュニケーション力、企画力、プ
レゼンテーション能力、チームワーク力の向上を図った。

　２　作成した教科書、教材、参考書

　４　その他教育活動上特記すべき事項

神戸市市民生涯教育講座（コミスタ神戸）にて「観光とホスピタリティ』
のテーマで講演

ホスピタリティ産業における先進的な企業経営で話題の道頓堀ホテル経営
者インタビューをゼミ活動として実施した。

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

兵庫県・ひょうごツーリスム協会と共催の『学生ガイド』イベントへ参
加。「神戸港150周年のまち歩き」を実施した。

学生によるホテルの商品企画にチャレンジ。神戸ポートピアホテルを対象
として、学生が新商品を開発し、ホテル幹部の前でプレゼンテーションを
実施した。

兵庫県・ひょうごツーリスム協会と共催の『学生ガイド』イベントへ参
加。「兵庫県政150周年のまち歩き」を実施した。

ホスピタリティ産業、特にブライダル事業における先進的な企業経営で話
題の北野クラブそら女性支配人にインタビューをゼミ活動として実施し
た。

産学共同イベントへの参加
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著書・論文等の
名　　　称

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦でも可）

該当
頁数

著書

論文

　
「ホテル産業におけるおもてなし
を一考する」
〜日米企業の比較において〜

単著 2014年

「訪日外客増加に伴う宿泊市場と
ホテルの競争優位の関連性」

単著 2015年

平成24年8月

平成26年12月

平成28年9月〜平成29年3月

平成29年度

平成29年9月

こうべ生涯学習カレッジにて「観光とおもてなし」と題して講演

「野田岩次郎とオークラスプリッ
ト」〜戦後の財閥解体からホテル
経営〜

単書 2016年
神戸海星女子学院大学紀要
第55号

姫路観光コンベンション協会会員向けセミナー「観光とおもてなし」と題して講演

大阪ＢＭＣ主催夏期セミナーにて「東日本震災後の新たなマーケティング」と題して講演

観光人材育成プログラムホテル事業コース講師（流通科学大学主催）

神戸海星女子学院大学紀要
第53号

Ⅲ　学会等および社会における主な活動

2011年8月1日〜 厚生労働省規格　ホテル産業職業能力評価基準　　認定審査員

平成23年7月

神戸海星女子学院大学紀要
第54号

平成30年度 兵庫県観光産業人材確保育成事業企画提案コンペ審査委員（兵庫県産業労働部）

兵庫県観光人材育成研究会委員（兵庫県産業労働部）

兵庫県観光産業人材確保育成事業企画提案コンペ審査委員（兵庫県産業労働部）

Ⅱ　研究活動

発行所、発表雑誌（及び巻・
号数）等の名称

編者・著者名
（共著の場合のみ記入）
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